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1.はじめに 

インターネットが普及しそれに伴うコンテン

ツも幅広く存在している．中でも電子商取引は

昨今急激に取引が増大している．その一つとし

てネットオークションが挙げられる．ネットオ

ークションは業界最大手ともいえるeBay（イー

ベイ）が1995年に創設されて以来さまざまなネ

ットオークションサイトが開設された．日本で

有名なものにYahoo!オークションや楽天市場

がある．そして，このネットオークションにつ

いての研究も盛んに行われている．オークショ

ンシステムについて分析し他の事柄への応用

を図るもの，オークションにおける取引をする

際に出品者側からの視点に立って任意の製品

についての価格帯の分析，入札者の行動分析し

たもの[2]，オークションモデルを構築し落札

価格最適化をめざしているもの[3]で行われて

いる．本研究ではネットオークションにおける

最適落札価格の予想をするものである．しかし，

実際の入札者の行動を研究したものは少なく

[1]では大雑把に入札者の行動を分類したシミ

ュレーションで構成されており，細かく分類し

てシミュレートしたものはない．そのため，出

品物の落札価格予想において誤差が出てきて

いる事も十分に考えられ得るのである．そこで

本研究では，ファジイ理論を用いて入札者の行

動を似通った落札行動に出ているものを一つ

の集合としある程度細かく分析し，その分類結

果を用いることでマルチエージェントによる

実際のネットオークションでの入札者の行動

により近いモデルを構成してシミュレートを

行い，落札価格を予想することが目的である． 

 

2. オークションシステム 

 マルチエージェントシステムを用いて，実際

のオークションをシミュレートする．マルチエ

ージェントシステムとは，ある一定の情報を元

に行動することを意味づけられたエージェン

トを複数用いそれらが相互作用することで，社

会システムや経済システムなど複雑な環境を

表現する手法の一つである．本研究は，オーク

ションのシステムにおいて入札者が振舞う実

際の行動をエージェントの挙動で表現する．そ

の結果落札される価格を予想するというもの

である．このオークションモデルでは出品する

品物が1つ，この品物には情報が付加されてお

り，各エージェントは「知覚」することで入札

準備することが出来る．実際に入札するエージ

ェントはN人とし，一回のオークションの期間

は800ステップで行うものとする（前半後半

400ステップに分けそれをさらに前半後半200

ステップずつに分ける）．それぞれのエージェ

ントは与えられた情報と行動パターンに基づ

いて出品された品物を知覚し，入札可能であれ

ば入札を行う．結果品物の現在価格が更新され

る．その情報をエージェントは再び知覚するこ
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とを，800ステップ（終了時間）まで繰り返す

ことでオークションモデルをシミュレートで

きる． 

 

3.ファジィエージェントモデル 

これにより画一的であった行動パターンをよ

り実際の入札者の行動に近づけられると考え

られる．エージェントモデルを設定するにあた

り以下に記すファジィの概念を利用する．この

章ではファジィ集合・ファジィ化・ファジィル

ール・非ファジィ化を紹介する．ファジィ集合

とは，境界がはっきりしない集合に帰属する度

合をメンバシップ関数として表すことで曖昧

な主観を表現することができる．ファジィ化と

は，数値で表された量を言語表現で置き換える

ことをいう．ファジィ推論とは，ファジィ化し

た言葉を用いて，一定のルールを定める．これ

をファジィルールと呼ぶ．ファジィルールを複

数組み合わせて，一つの結論を言語表現で得る．

非ファジィ化とは，ファジィ推論で得られた表

現を再び数値化することで，数値による入出力

が得られる． 

 

3-1.ファジィ化 

エージェントの持つ行動指針として入札時

間・入札確率・知覚確率が挙げられる．入札時

間は，ある物が出品されてから落札されるまで

の全体時間と入札するまでの経過時間の比を

表している．入札確率は出品物に対してのエー

ジェントの入札行為に関する行動可能性であ

る．知覚確率は，出品物に対してエージェント

の関心度のことである．知覚確率が高ければそ

の出品物に対して熱意を持っている，言い換え

れば，落札したいと思っているということであ

る．ここで，入札時間・入札確率及び知覚確率

は0.0～1.0の範囲内であらわすことが出来る

ので，これらをファジィ化すると下記の表で表

すことが出来る． 

 

表１ 数値の言語化 

 入札時間 入札確率 知覚確率 

0.00～0.25 早い 低い 低い 

0.25～0.50 早め 低め 低め 

0.50～0.75 遅い 高め 高い 

0.75～1.0 遅め 高い 高め 

 

ただし，各々は下の図のように，ファジィ集合

の要素が，その集合に属する度合いを表す関数

で表され0から1の間の任意の実数値を取りえる．

0はその要素がファジィ集合に完全に属さないこと

を示し，1の時は完全に属することを示す． 

 

図１ 入札時間に関するメンバシップ関数 

 

そのほか，エージェントが知覚するデータとし

て出品物に対しての入札回数，最新価格，入札

単位がある．入札回数に関しては「少ない」，

「多い」，最新価格に関して価格降下線と比べ

て「安い」「高い」とファジィ化できることが

考えられる．入札単位については出品者によっ

てある一定の範囲で決められるためエージェ

ントはそれに従う． 

 

3-2.ファジィルール 

 ここでは，ファジィルールを用いてエージェ

ントの性格づけを行っていく．例えば，「経過

時間が早い段階では知覚確率が高く，入札確率

も高い」というエージェントを考える．このエ

ージェント名をEarlyBidderとする．
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EarlyBidderは主なエージェントの行動パタ

ーンの一つである．この行動パターンは安い段

階でオークションに参加し，あわよくば落札を

狙うというエージェントの表現である．そのほ

かにもCheepEarlyBidderは知覚確率，入札確

率はそれなりに高めである．EarlyBidder，

CheepEarlyBidderはともにオークション初

心者の意味合いが強い．Sniperはオークション

において入札締め切り間近で1度だけ入札をす

る．SniperByContinuationは入札締め切り間

近で複数回入札を試みるエージェントである．

従来のオークションの研究において各エージ

ェントは入札行動を一定に保たれているだけ

である．例えば，EarlyBidderは出品開始時か

ら行い，落札時間まで知覚確率は10～20％，

入札確率は10～20％など．しかし，ファジィ

エージェントではファジィルールを複数設定

することが出来る． 

EarlyBidderに関するファジィルール 

「経過時間が早い段階では知覚確率が高く，入

札確率も高い」「経過時間が早めの段階では知

覚確率は高め，入札確率も高め」「経過時間が

遅めの段階では知覚確率は低め，入札確率は低

い」となるように設定することとする．次の図

2と図3は代表的なエージェントの経過時間に

対する入札確率および知覚確率のファジィル

ールを図式化した例である． 

    

図２ 入札確率のメンバシップ関数 

 
図3 知覚確率のメンバシップ関数 

 

3-3非ファジィ化 

メンバシップ関数を用いて推論の結果得ら

れた表現を数値で置き換えること．ファジィ化 

→ 言語表現による論理 → 非ファジィ化 の

手順を経ることで，最終的には数値的な入出力

関係が得られる．800ステップのうち，0～200

ステップが早いとなり上記の図のうち0~0.25

にあたる部分を入札確率，知覚確率を各エージ

ェントの行動として入力する． 

 

4. 商品条件 

 本研究におけるシミュレーションでは，実際

に品物の落札価格を予想するに当たって，いく

つかの条件に当てはまるものでなければなら

ない．条件とは，「各個人における評価額が異

なるもの」は予測することが出来ないので除く．

品物が余りに古いものであると，同様に予測す

ることが出来なくなる．なぜならば，一般的に

時間がたつと品物そのもの「定価」からの価値

が下がっていく傾向にあるため品物の価値が

著しく低下し，予想しうる範囲から外れるもの

が多くなる．また，赤ワインの１９○○年もの

といったように時間がたてばたつほど希少価

値がつく物も商品条件から除外する．そこで，

今回は個人の価値が大きく異なる場合の少な

く，希少価値の付きにくい「家電（含コンピュ

ーター機器）」という商品分類において，価格

の予想を行うものとする． 
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5.価格予測シミュレーション 

まず，オークションシステムで落札価格を予

想したい品物を決める．これは，eBayやYahoo!

オークションで，出品され，すでに落札された

物の中から無作為に抽出する．出品する品物が

決定したら落札上限価格を設定する．これは出

品された品物に対する中古価格などで設定さ

れている，所謂「世間がその品物に対して持っ

ている価値」である．次にエージェントの数N

を決める．これはオークションに参加し入札す

るかもしれない潜在的な人の数を表している．

初期値としてN＝40とする．つまり各エージェ

ント数は10人ずつ存在しているという状況か

ら始める．オークションの入札単位はYahoo!

オークションに準拠（表２）したものとしてお

こなう．オークションの開始価格は100円から

始めるものとする．このシミュレーションの結

果から得られた落札価格と実際に落札された

価格を比較し，精度が上がるように各エージェ

ントを構成するファジィルールの変更，エージ

ェント数の変化を行いより精度の高いシミュ

レーションシステムの構成を目指す．以下にシ

ステムの流れを示す． 

表２ 入札単位表 

現在の価格（円） 入札単位（円） 

1～1000 10 

1000～5000 100 

5000～10000 250 

10000～50000 500 

それ以上 1000 

 

システムの流れ 

1. シミュレーションを行うための品物を実

際のオークションで出品されているもの

から無作為に選ぶ 

2. 品物の情報から落札上限価格を決定する 

3. オークションシステムに品物を出品しエ

ージェントはあらかじめファジィルール

で定められた行動に基づき品物を知覚す

る 

4. エージェントは同様に設定された入札確

率に基づいて入札するかどうかを判断す

る 

5. 入札すると判断したとき各エージェント

は設定されている入札価格に基づき落札

上限価格以下の価格を入札する 

6. 5の結果，出品物の現在の価格が決定する 

7. 3～6は1ステップの中で行われシミュレー

ションが終了する800ステップまで繰り返

す 

8. シミュレーションの結果，落札価格が決定

する．シミュレーションで得た落札価格と

実際のオークションでの落札価格を比較

し誤差をとる．誤差が少なくなるようにエ

ージェント数，ファジィルールを調整する． 

 

6.まとめ 

 本研究では実際のオークションの流れをシ

ミュレートすることにより，落札価格の予想を

することに取り組んでいる．現在はファジィル

ールのプログラム開発と予測制度を上げるた

めの情報を模索中である． 

 

参考文献 

[1]黒澤聡／前川徹：「インターネットオークション

における入札者の行動分析」 情処学論 電子化

知的財産・社会基盤，No.14，2001. 

[2]菅原梢／松田聖：出品者サイドの落札価格

最適化を図るネットオークションモデルの提

案・検証 情処学論 電子化知的財産・社会基

盤，No.32，2005. 

[3]飯田隆一郎：「オークション落札価格予測シス

テムの構築に関する研究」，平成17年度博士前

期課程修士論文（2005） 

[4]中島信之，竹田英二，石井博昭，「ファジィ理

論入門」，裳華房，（1994），p106～121 


